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音楽科を通して育成する「自立した学習者」

生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と豊かにかかわる資質・能力

・より豊かな音楽表現を創意工夫する力

・多様な考え・表現を吸収し、自分にとっての音楽の価値を深める力

・生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と豊かにかかわる力

表
現

鑑
賞

音楽的な見方・考え方

【表現の活動】
思いや意図をもち、その実現
に向けて試行錯誤を繰り返す

【鑑賞の活動】
多様な考えに触れ、視野を広
げながら、自分にとっての音
楽の価値を能動的に見出す

生徒

作曲者・背景

全体
生徒自身

音や音楽の知覚・感受

〔共通事項〕を支えとした表現及び鑑賞の幅広い活動

学習課題の設定・把握

ふさわしい表現の選択・
試行錯誤

解釈の深化

聴き比べ、歌い比べ
アドバイス、フィードバック
既習事項の活用
問いの生成
楽曲分析
機器を活用した録音

イメージの可視化、言語化
振り返り

知識や技能の習得・活用

価値の深化・再構築

楽曲構造の理解

比較鑑賞
意見交換
既習事項の活用
問いの生成
楽曲分析
〔共通事項〕に基づいた言語化
可視化

楽曲・楽譜

教師

級友


